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成田ゆかりの人物伝（25）【嶋村俊表】

嶋
村
俊
表
（
し
ま
む
ら
　
し
ゅ
ん
ぴ
ょ
う
）

18
世
紀
中
頃
、
江
戸
の
彫
物
大
工
御
三
家
の
一

つ
、
嶋
村
家
の
第
八
代
目
と
し
て
活
躍
。
成
田
山

新
勝
寺
の
三
代
目
本
堂
（
現
在
の
釈
迦
堂
）
の
四

面
の
扉
に
あ
る
二
十
四
孝
の
彫
刻
を
手
が
け
る
。

川
越
氷
川
神
社
本
殿
、
田
無
神
社
本
殿
の
彫
刻
と

と
も
に
江
戸
期
日
本
文
化
の
粋
と
も
い
う
べ
き
代

表
作
と
さ
れ
て
い
る
。

成
田
山
の
本
堂
正
面
の
広
場
に
立
つ
と

「
お
お
、
す
ば
ら
し
い
！
」、「
美
し
い
！
」、

「
大
き
な
建
物
だ
！
」
と
い
う
感
嘆
の
声
が
起

こ
る
。

な
か
で
も
、
三
重
塔
の
華
麗
な
色
彩
を
施

し
た
建
築
美
に
一
段
と
目
を
輝
か
せ
る
。

古
い
歴
史
を
持
つ
中
国
の
人
も
、
京
都
、

奈
良
を
見
学
し
て
き
た
欧
米
の
人
々
も
、
成

田
山
と
門
前
町
が
、
一
体
と
な
っ
た
地
域
の

風
格
に
一
様
に
感
動
す
る
と
い
う
。

平
行
滑
走
路
が
オ
ー
プ
ン
し
、
空
港
旅
客

が
１
・
５
倍
、
内
外
の
観
光
客
が
増
大
し
て

い
く
中
で
、
成
田
山
に
内
在
す
る
寺
社
建
築

や
彫
刻
美
の
伝
統
文
化
が
、
ア
ピ
ー
ル
さ
れ

る
時
代
が
到
来
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
釈
迦
堂

し
ゃ
か
ど
う

の

「
二
十
四
孝

に
じ
ゅ
う
し
こ
う

」
を
彫
っ
た
彫
物
大
工
、
嶋
村
俊

表
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

建
築
物
や
彫
刻
美
に

外
国
人
も
感
動

嶋
村
家
の
系
譜
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
俊

表
は
代
々
彫
物
大
工
を
継
承
す
る
家
柄
で
、

関
東
で
彫
物
を
多
用
し
た
建
物
が
建
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
18
世
紀
中
頃
か
ら
、
江
戸

に
お
い
て
は
、
石
川
家
（
下
谷
）、
後
藤
家

（
京
橋
）、
嶋
村
家
（
浅
草
）
と
彫
物
大
工
御

三
家
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。（
村
松
梢
風
著

『
近
世
名
匠
列
伝
』
改
造
社
版
）

ま
た
伊
東
龍
一（
熊
本
大
学
助
教
授
）の
文

嶋
村
家
は
江
戸
の

彫
物
大
工
御
三
家
の
一
つ

献
等
に
よ
れ
ば
、
嶋
村
家
の
元
祖
八
郎
左
衛

門
俊
元
は
、
江
戸
彫
工
元
祖
村
井
小
十
郎
正

俊
の
甥
で
あ
り
、
か
つ
門
人
と
し
て
金
龍
山

浅
草
寺
屋
根
上
の
力
士
及
び
五
重
塔
そ
の
他

諸
々
の
彫
刻
を
し
、
万
治
・
寛
文
年
間
（
一

六
五
八
―
七
二
）
の
頃
、
活
躍
し
た
。

二
代
目
円
鉄
は
俊
元
の
子
で
、
通
称
八
郎

右
衛
門
、
後
に
藤
八
入
道
円
鉄
と
号
し
、
剃

髪
し
て
諸
国
を
遍
歴
し
て
い
る
。

茨
城
県
大
和
村
の
雨
引
山
安
養
院
の
龍
、

成
田
山
新
勝
寺
三
重
塔
の
十
六
羅
漢
、
芝
山

仁
王
尊
本
堂
、
茨
城
県
大
和
村
の
楽
法
寺
本

堂
（
宝
永
７
年
＝
一
七
一
〇
）、
同
じ
く
茨
城

県
桜
川
村
の
大
杉
神
社
の
玉
垣
（
正
徳
３

年
＝
一
七
一
三
）
の
彫
刻
等
を
は
じ
め
と
し

て
、
江
戸
及
び
諸
国
に
そ
の
作
を
残
し
た
古

今
の
名
匠
と
言
わ
れ
、
享
保
５
年
（
一
七
二

〇
）
に
没
し
て
い
る
。

六
代
目
に
な
っ
て
俊
規
と
い
う
人
が
、
倅

せ
が
れ

の
俊
矩
と
二
人
で
山
梨
県
の
身
延
山
諸
堂
の

彫
刻
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
八

代
目
俊
表
に
到
り
、
さ
ら
に
十
代
目
俊
明
は

両
国
回
向
院

え
こ
う
い
ん

本
堂
の
欄
間
に
十
六
羅
漢
を
彫

刻
し
て
お
り
、
ま
さ
に
彫
物
大
工
の
名
家
に

ふ
さ
わ
し
い
系
譜
で
あ
る
。

元
禄
13
年
（
一
七
〇
〇
）、
37
歳
で
新
勝
寺

の
住
職
と
な
っ
た
照
範
は
、
翌
年
３
月
、
三

代
続
き
の
事
業
で
あ
っ
た
新
本
堂
（
現
在
の

光
明
堂
）
を
完
成
さ
せ
た
。
新
本
堂
は
総
朱

塗
り
で
、
十
間
に
八
間
、
高
さ
五
丈
余
の
大

建
築
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
大
工
棟
梁
は
近

江
国
坂
田
郡
柏
原
の
人
で
石
井
又
左
衛
門
家

次
、
彫
刻
が
嶋
村
円
鉄
の
作
で
あ
っ
た
。

こ
の
円
鉄
の
本
堂
の
彫
物
は
、
現
在
の
光

明
堂
に
あ
り
、
正
面
枡
組
の
上
（
通
称
面
戸

板
と
い
わ
れ
る
部
分
）
に
、
中
央
に
葉
牡
丹

を
左
右
に
獅
子
鼻
、
象
鼻
を
刻
み
込
み
、
奥

に
入
っ
て
大
日
如
来
の
背
景
に
炎
を
模
し
た

彫
刻
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
享
保
７
年
（
一
七
二
二
）
11
月
、

成
田
山
の
建
築
物
の
各
所
に

多
く
の
作
品
を
残
し
た
円
鉄

嶋村俊表の作品のある
三代目の本堂・釈迦堂



そ
の
後
、
多
年
の
風
雨
で
損
傷
が
激
し
く
、

宝
暦
７
年
（
一
七
五
七
）
照
峰

し
ょ
う
ほ
う

上
人
の
代
に

萱
替
え
を
し
、
享
和
３
年
（
一
八
〇
三
）
照

し
ょ
う

誉よ

上
人
の
代
に
修
理
さ
れ
た
も
の
が
現
在
に

残
さ
れ
た
。

三
重
塔
は
、
高
さ
90
余
尺
の
三
層
塔
で
、

五
間
四
面
、
塔
内
に
は
「
心
の
柱
」
と
呼
ぶ

主
柱
が
あ
り
、
塔
頂
か
ら
吊
り
下
げ
て
構
造

上
の
安
定
を
図
っ
た
。
各
層
の
一
枚
垂
木
に

は
雲
水
の
彫
刻
を
施
し
、
周
囲
の
十
六
羅
漢

の
彫
刻
は
無
関
堂
嶋
村
円
鉄
の
作
で
あ
っ
た
。

外
部
の
装
飾
に
は
、
初
層
の
み
で
も
一
寸

五
分
角
の
金
箔
一
万
九
千
枚
を
は
じ
め
、
岩

紺
青
九
斤
半
、
岩
緑
青
九
斤
、
光
明
朱
一
貫

匁
と
い
う
多
量
の
顔
料
を
使
用
し
、
金
、
朱
、

紺
、
緑
で
み
た
さ
れ
た
華
麗
な
外
貌
を
呈
し

た
。
成
田
山
の
三
重
塔
が
、
装
飾
過
剰
と
評

さ
れ
る
所
以

ゆ
え
ん

で
あ
る
が
、
江
戸
及
び
周
辺
農

村
か
ら
の
参
詣
者
を
迎
え
る
成
田
山
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
の
こ
の
三
重
塔
が
、
当
時
の
民

衆
の
眼
を
奪
う
に
足
る
化
政
期
特
有
の
美
を

備
え
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

時
代
を
下
っ
て
、
嘉
永
６
年（
一
八
五
三
）、

成
田
山
は
中
興
第
十
一
世
照
嶽

し
ょ
う
ご
く

上
人
（
一
八

一
〇
〜
一
八
六
九
）
の
時
代
を
迎
え
、
先
住

か
ら
の
本
堂
の
建
立
事
業
が
引
き
継
が
れ
た
。

44
歳
で
住
職
に
の
ぼ
っ
た
照
嶽
は
、
半
年

江
戸
期
日
本
文
化
の
粋
と

評
価
さ
れ
る
二
十
四
孝
の
彫
刻

9

照
範
上
人
の
建
立
し
た
「
一
切
経
堂

い
っ
さ
い
き
ょ
ど
う

」
の
正

面
左
右
と
両
側
面
に
彫
刻
を
は
め
込
ん
だ
火

頭
窓
四
面
が
あ
る
。
作
品
銘
は
な
い
が
、
嶋

村
円
鉄
の
刀
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。（『
新
修

成
田
山
史
』）

こ
の
本
堂
建
立
後
、
照
範
46
歳
（
一
七
〇

九
）
の
春
、
大
日
如
来
の
光
芒
と
と
も
に
真

言
八
祖
が
現
れ
、「
こ
の
地
に
塔
を
建
て
よ
」

と
い
う
お
告
げ
を
受
け
、
夢
か
と
思
え
た
が
、

照
範
は
こ
こ
に
三
重
塔
を
建
て
る
決
心
を
し
、

実
際
に
工
事
に
着
手
し
た
と
い
う
。
こ
の
工

事
に
は
佐
倉
藩
主
稲
葉
正
通
、
二
代
目
市
川

団
十
郎
等
も
協
力
し
、
３
年
の
歳
月
を
費
や

し
完
成
し
た
。

後
、
新
本
堂
（
現
在
の
釈
迦
堂
）
の
建
立
の

許
可
を
得
た
。
折
し
も
天
保
改
革
で
参
詣
者

も
減
り
、
寺
内
に
反
対
者
も
い
た
が
、
照
嶽

は
江
戸
か
ら
近
郷
近
在
を
歩
き
協
力
を
請
い
、

藩
主
堀
田
正
睦
の
援
助
を
受
け
、
６
年
を
費

や
し
て
18
万
両
の
寄
進
を
達
成
、
こ
の
大
工

事
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
。

「
新
本
堂
は
十
四
間
四
面
、
高
さ
六
丈
八
尺

の
大
伽
藍
で
、
屋
根
は
入
母
屋
造
り
の
銅
板

瓦
棒
葺

か
わ
ら
ぼ
う
ぶ

き
、
総
欅け

や
き

造
り
で
四
方
に
廻
縁
が
あ

る
。
正
面
須
弥
壇
上
に
は
、
本
尊
不
動
明
王

を
祀
り
、
左
右
に
二
童
子
、
別
壇
の
左
右
に

は
、
四
大
明
王
が
安
置
さ
れ
た
。
四
面
の
扉

に
あ
る
二
十
四
孝
の
彫
刻
は
嶋
村
俊
表
の
作

で
あ
っ
た
。」（『
成
田
不
動
の
歴
史
』
村
上
重

良
著
）

こ
こ
で
二
十
四
孝
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
、

中
国
の
伝
承
で
二
十
四
人
の
孝
行
な
子
弟
の

逸
話
が
感
銘
深
く
彫
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。

例
え
ば
「
孟
宗
」
の
物
語
は
、
真
冬
の
寒

い
日
、
年
老
い
た
病
の
母
が
筍

た
け
の
こを
食
べ
た
い

と
申
し
、
孟
宗
は
竹
林
へ
行
き
竹
を
抱
い
て

泣
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
地
が
裂
け

て
筍
が
出
て
き
て
、
孟
宗
は
、
母
に
筍
を
食

べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
”雪
中
の

筍
掘
り
“
と
い
う
話
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

（「
法
談
」
第
33
号
・
釈
迦
堂
の
「
二
十
四
孝
」

の
解
説
・
白
鳥
照
誉
著
）

こ
う
し
て
二
十
四
孝
の
逸
話
の
一
つ
一
つ

に
は
、
現
代
社
会
の
家
庭
が
一
様
に
抱
え
る

問
題
を
解
く
鍵
と
も
言
う
べ
き
、
中
国
古
事

の
孝
道
の
奥
深
い
教
え
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
二
十
四
孝
は
、
彫
刻
、

逸
話
の
表
現
に
お
い
て
俊
表
の
傑
作
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
二
十
四
孝
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ

く
俊
表
の
彫
刻
で
あ
る
川
越
の
氷
川

ひ
か
わ

神
社
本

殿
、
田
無
神
社
本
殿
（
平
成
13
年
文
化
財
公

開
事
業
で
最
高
賞
を
受
賞
）
と
並
ん
で
「
江

戸
期
日
本
文
化
の
粋
」
と
評
価
さ
れ
る
代
表

作
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
桃
山
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
東
照

宮
を
初
め
と
す
る
彩
色
や
彫
物
で
飾
っ
た
社

寺
が
各
地
に
建
て
ら
れ
る
中
で
、
桂
離
宮
に

み
ら
れ
る
装
飾
に
頼
ら
な
い
美
が
評
価
さ
れ
、

さ
ら
に
江
戸
末
期
に
お
い
て
彩
色
し
な
い
素

木
の
彫
物
と
し
て
完
成
し
た
の
が
俊
表
ら
の

作
品
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

田
無
神
社
の
宮
司
で
あ
り
、
医
師
で
あ
り
、

津
田
塾
大
学
で
教
鞭
も
と
る
賀
陽

か
　
や
　

濟わ
た
る

は
「
嶋

村
俊
表
が
心
血
を
注
い
で
彫
り
上
げ
た
二
十

四
枚
の
彫
刻
に
不
足
す
る
と
こ
ろ
は
何
も
な

い
。
天
才
に
特
有
な
極
限
の
表
現
を
そ
こ
に

見
出
し
、
た
だ
驚
嘆
し
、
震
撼

し
ん
か
ん

す
る
ば
か
り

で
あ
る
」
と
賞
讃
し
て
い
る
。

二
十
四
孝
図
を
含
め
た
釈
迦
堂
は
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

前
に
、
成
田
の
貴
重
な
「
文
化
遺
産
」
で
あ

る
こ
と
を
考
え
、
市
民
と
し
て
も
、
大
切
に

後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

釈迦堂にある二十四孝の彫刻12面の中の曽参　と孟宗　（1面に2話
ずつ計24話）
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